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研究要旨 

高齢者の肝細胞癌、特に 80 歳以上の高齢者に対する肝切除術の成績について検討した。その

結果、高齢者では術後合併症発症率が高く、他疾患による死亡がみられ、肝細胞癌のみならず他

疾患に関しても厳重な経過観察が必要であると考えられた。開腹下肝切除に比較して、腹腔鏡下

肝切除術は合併症や術後せん妄が少ない、在院日数が短く、術後成績も劣らす、腹腔鏡下肝切除

術は有効な治療法と考えられた。C 型肝炎ウィルス消失後（SVR）後の肝細胞癌切除例における

肝細胞癌再発危険因子を検討したところ、肥満が肝細胞癌再発危険因子であった。 

 

A. 研究目的 

研究１：近年、肝細胞癌患者の年齢が上昇し、

高齢者に対する肝切除術が増加している。そこ

で、高齢者の肝細胞癌に対する肝切除術の術後

短期および長期成績について検討した。特に、

80 歳以上の高齢者肝細胞癌に対する腹腔鏡下

肝切除の治療成績を検討した。 

研究２：抗ウィルス薬の進歩により、C型肝

炎関連肝細胞癌患者が減少するとともに、肝

細胞癌治療の前後に C 型肝炎に対する治療が

行われ、C 型肝炎ウィルスが消失（SVR）と

なる肝細胞癌患者が増加している。そこで、

SVR 後肝細胞癌切除例において、メタボリッ

ク因子と術後再発の関連について検討した。 

 

B. 研究方法 

研究１：対象は、2000 年 1 月から 2016 年

12 月の期間に初回肝切除術を行った 715 例で、

年齢により≥80 歳（n =40 例）、70-79 歳（n=309

例）、60-69 歳（n=256 例）≤59 歳（n=110 例）

の 4 群に分け検討を行った。次いで、2010 年

4 月から 2017 年 4 月の期間に 80 歳以上に対

して肝切除術施行 25 例（腹腔鏡群は 8 例、開

腹群は 17 例）を対象とし、2 群間の臨床像お

よび術後短期および長期成績について検討を

行った。 

研究２：1994 年 1 月-2016 年 6 月 ミラノ基

準内 SVR後肝癌 59例を非肥満群 (n=18)と肥

満群 (n=41)に分類し、術後再発について比較

検討した。 

なお、これらの研究は当大学倫理委員会の承

認を得て行われた。 

 

C. 研究結果 

研究１：若年者に比較して、高齢者の肝細胞

癌に対する肝切除術は合併症発生率が高かっ



 

19 

た。術中出血量の減少や腹腔鏡下手術が合併症

発生率の改善に有効である可能性が示唆され

た。若年者に比較して、高齢者では他疾患での

死亡が多かった。 

80 歳以上の肝細胞癌に対する肝切除術施行

での術中出血量の中央値は、腹腔鏡群で 100ml、

開腹群で 170ml であり有意差は認められなか

った。両群ともに赤血球輸血は不要であった。

Clavian-Dindo分類 IIIa以上の合併症を開腹群

で 3 例に認められた。また術後せん妄も開腹群

で 2 例に認められたが、薬物治療により改善し

た。いずれも群間で有意差は認められなかった。

在院死亡は認められなかった。在院日数中央値

は腹腔鏡群で 8 日、開腹群で 12 日であり、腹

腔鏡群が有意に短かかった。無再発生存率や累

積生存率は両群で有意差は認められなかった。

以上より、80 歳以上の肝細胞癌患者に対する

腹腔鏡下肝切除術は在院日数の短縮に寄与し、

成績も良好であった。 

研究２：SVR 後肝細胞癌切除例における再発

危険因子を検討すると、単変量解析および多

変量解析において肥満と非系統的肝切除術が

有意な因子であった。すなわち、SVR 後肝細

胞癌において，肥満は肝切除後の肝細胞癌再

発危険因子であった（p=0.021） 

 

D. 考察 

高齢者の肝細胞癌に対する肝切除術におい

て術中出血量の減少や腹腔鏡下手術が合併症

発生率の改善に有効である可能性が示唆され

た。長期成績においては肝細胞癌だけではなく

他疾患に対する厳重な経過観察も必要と考え

られた。80 歳以上の肝細胞癌患者に対する腹

腔鏡下肝切除術は、開腹下肝切除に比較して侵

襲が少なく、術後せん妄発症が少なく、在院日

数の短縮に寄与した。一方、両群の累積生存率

や無再発生存率に差はみられないことから、腹

腔鏡下肝切除は開腹下肝切除に比較して、高齢

者にも 有用であると考えられた。 

SVR 後肝細胞癌切除例においては肥満が肝細

胞癌再発危険因子であり、特に肥満例では再

発に注意を要する。SVR後肝細胞癌切除例に

おいて、生活習慣病の改善が予後改善に寄与

するか検討が必要である。 

 

E. 結論 

高齢者の肝細胞癌においては術後合併症の

発症率が高く、肝細胞癌のみならず他疾患に関

しても厳重な経過観察が必要である。開腹下肝

切除に比較して、腹腔鏡下肝切除術は合併症や

術後せん妄が少ない、在院日数が短く、術後成

績も劣らなかった。SVR 後肝細胞癌切除例に

おいて、肥満が肝細胞癌再発危険因子であった。 

 

F. 健康危険情報 

なし 
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